


◎卵と幼虫の管理

成虫が死んだら、マットの中に卵や幼虫がいないかを探してみましょう。

●幼虫のエサ
幼虫のエサは、市販のマット、くだい
た朽ち木、又は腐葉土です。マットは
黒めで細かいものがよいです。
9月中旬までは食べる量が少ないので、
エサをかえなくてもよいです。しかし、
9月下旬以降になると、食べる量が増
えるので、11月中旬まで20日に一回
はエサの交換をすること。

●冬の管理
容器は、暖房のきかない所（車庫・玄
関など）に置くこと。冬、幼虫はエサ
を食べなくなります。表面が乾かない
ように水分を与えます。

●サナギの管理
幼虫は4月になると、再びエサを食べ
始めるので、20日に一回はエサの交
換をしてください。5月下旬～6月に
なると幼虫はマットの中で「蛹室」と
いう部屋を作り、その中でサナギにな
ります。蛹室をこわすとうまく羽化で
きないので、5月下旬以降は羽化する
まで絶対にさわらないことが大切です。

新聞紙の上に、そっとあけて、
卵・幼虫をさがす。

【卵・幼虫の有無を調べる】 【卵と小さな幼虫のかいかた】

【幼虫のかいかた】
●35㎝プラスチック水槽で10匹程度かえる

20㎝以上

約3㎜

産みつけられた卵

スプーンで卵をすくって、
表面にくぼみをつけて
落としこむ

卵から幼虫がかえると、
自分でもぐる

市販のマットなどを
かためにつめる

フタの内側に、穴を
あけたビニールをあてる
（水分を保つため）

幼虫のフンがふえたら、エサをかえる
（表面でフンをすることが多い）

●35㎝のプラスチック水槽なら、5㎝以上の幼虫が
4匹ぐらい飼える

●エサの水分は手で握って団子になるくらいが適当

【カブトムシのサナギ】

メス オス

蛹室

幼虫がいたら　

卵があったら

ふ化が近づくと大きくなる
（直径5㎜になる）


